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1. はじめに 
汎用的なプラスチックの一種であるポリ

エ チ レ ン テ レ フ タ ラ ー ト (polyethylene 
terephthalate : PET)は化学的安定性に優れ、安
価であることから現在社会で広く使用され

ている。近年、環境低負荷な廃棄 PETの新た
な処理方法として、微生物や微生物由来の生

体触媒を用いた PET の生分解技術が注目さ
れている。[1]基質となる PET 表面が疎水性
であると酵素の反応性が低下し、その分解速

度は制限されることが問題となっている。[2] 
本研究では、酵素と基質の相互反応を促進

させ、PET生分解活性を向上することを目的
に、大気圧プラズマを用いた PET表面の親水
化前処理を試みた。加えて、PETを養分とす
る Ideonella sakaiensis (I. sakaiensis)により、表
面親水化改質した PETを生分解させ、PET重
量減少率と濁度から I. sakaiensis 菌数を測定
することで、酸素ラジカルを用いた PET処理
による生分解効率への影響を評価した。 
2. 実験方法 
試料は、縦横 15 × 25 mmの PET薄膜を用
いた。大気圧酸素ラジカル源[3]を用いて、高
電圧(15 kV, 60 Hz) とガス(Ar 4.97 slm, O2 30 
sccm)で駆動させ 15 s処理した。サンプル表
面-ラジカル照射口間の距離は 10 mmに設定
した。表面の水の接触角を計測し PETの表面
改質効果を評価した。I. sakaiensis 懸濁液(溶
媒は Yeast extract–Sodium carbonate–Vitamins
培地)の濁度が0.04となるように調整した後、
PET 薄膜を浸漬した状態で 5 日間振盪培養
(30 ℃, 250 stroke/min)させた後、PET薄膜の
重量減少量を電子天秤により測定した。培養

液の濁度は波長 640 nmでのプレートリーダ
ー(Synergy HTX, BioTek)の測定から求めた。 
3. 実験結果 

Fig. 1に接触角測定結果を示す。PET表面
の接触角は酸素ラジカル未処理時に約 88°
であったのに対して、15 sの酸素ラジカル照
射後には、約 34°まで低下した。 

未処理の PET 薄膜と、ラジカル処理 PET
の 5日間培養後の比較写真を Fig. 2に示す。
培養後の PET 薄膜は白濁して、I. sakaiensis
による分解を生じ、PET重量は約 3.9 %減少
し、培養液の濁度は約 0.52に増加した。  
以上の結果は、PET表面に酸素ラジカル照
射することによって、親水化され、 I. 
sakaiensis による PET 分解反応の進行を示唆
している。大気圧プラズマ前処理を用いた廃

棄 PETの生分解処理が可能である。 
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Fig 2. Photographs of the as received PET (Left) and 
the radical treated PET after incubation (Right). 
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